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～弁護士によるいじめ予防教育～ 

９月１０日(水)の５限目、弁護士の方に実際に来校していただき、２年生に 

向けていじめ予防教育を行いました。講師の北村弁護士には、いじめについて 

弁護士という専門的な立場からお話をしていただきました。 

 

〈 感 想 よ り 〉 
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Rhythm―リズム― 

いじめは絶対にいけないということ

を改めて強く思った。実際にあった

自分たちと同じ中学２年生の事件

の話を聞いて、他人事ではないんだ

なと気付いた。些細な行動一つひと

つに注意したい。 (１組) 

 

今回改めていじめの恐ろしさを知り

ました。何がきっかけになるのかわ

からない中で、相手の気持ちを考え

ずに軽い気持ちで言ってしまうこと

もあると思うから、その先のことも考

えるように過ごしていきたいと思い

ました。 (５組) 

 

過去のいじめの話を聞いて、被害

者がそのときどう感じていたのか、

今の私には想像できないくらい怖

くて悲しかったと思います。いじめ

は本当に起こってはいけないことだ

と思います。 (７組) 

 

私はコップのお話が心に残りました。

コップが一人ひとりにあって大きさも

入る量も違うということ、些細なこと

や小さなことが最後の一滴につなが

ってしまうかもしれないということ、こ

の話を聞いて自分の小さな行動一つ

ひとつにも意識していかなきゃいけな

いなと思いました。 (７組) 

 

他者の心のコップは人からは見え

ないから今どういう状況なのかな

ど分からないので、日頃から言動

には注意したいと思いました。 

 (６組) 

いじめは一人ひとりが意識をしっかり

持ったり、行動に移したりすることで

少しずつ変わっていくんじゃないかな

と思いました。もしいじめが起きたら

まず自分が勇気を出して正しい行動

をしていきたいです。 (１組) 

いじめとは相手がされて嫌なことが

全部いじめになっていること、ちょっと

したいじりやちょっかいもいじめにつ

ながることがわかった。これからはも

っと周りを気にかけたりして一日一日

を大切に過ごしていきたいです。  

(４組) 

相手の嫌がることはいじめに当ては

まることがわかった。自分は人の嫌

がることをしていないか改めて確認

し、もししてしまったらちゃんと謝る人

になりたいです。 (３組) 

もし自分がいじめをして事件になった

ら責任はとれないし、親や周りの人に

も迷惑がかかるので、いじめの危険

性を忘れずに気をつけて生活しよう

と思う。いじめをしている現場を見た

ら、一人では何もできなくても止めら

れるように、大人に話したり自分も努

力しようと思う。 (４組) 

いじめはふざけていただけじゃ済ま

ないことだから、今後いじめによって

亡くなる人がいなくなってほしいと

思いました。そして、いじめがなくな

ってほしいです。もしそのようなこと

をしている人を見たら、大人に相談

したり友達に寄り添って話を聞いて

あげたりしたいと思いました。  

(３組) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新人大会激励会 頑張れ、２年生！！～ 

９月１２日（金）に学年集会で部長・副部長のお披露目＆決意表明などをしてもらいました。それぞれの

部活動の中での大会に対しての意気込みや目標として取り組んでいることを語ってもらいました。２年生

全員の前に立ち、大きな声で語る姿はとっても立派で、成長を感じとることができました。 

また９月１７日（水）には、激励会がありました。新人大会に向けて熱い決意を述べてくれました。みな

さんのユニフォーム姿、凛々しかったですよ。大会やコンクールでは、布水魂を胸に、最後まで諦めず、常

に前向きに、全力でプレーしてきてください。健闘を祈っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いじめには色々な立場の人がいて、

もしいじめが起きたとき、どんなこと

をすればいじめは大きくならないか

考えることができました。またＳＮＳ

を多く使う今、ネットの中でもデマ

情報など気を付けないといけない

ことが多くなるので、使い方を間違

えないようにしていきたいと思いま

した。 (５組) 

事実ではないものを真実として受け

止めずに多面的に見ていきたいと思

います。そして、ＳＮＳの使い方は今よ

りも気をつけたいです。ちょっとした

嫉妬から相手を見下すような発言も

相手によって受け取り方は違うので、

普段の言動にも気をつけていきたい

です。 (２組) 

以前からいじめに対して怖いなと思

っていたが、今日より一層怖さを感

じました。今後自分の言動について

特に気をつけようと思いました。今

の時代はＳＮＳでのいじめなどが多

く、本人にばれないように隠れてす

ることもできるのでとても怖いし、気

を付けないといけないことが多いな

と思いました。 (２組) 

いじめに加担する人は自分はあまり悪くないと思いながらやっているかもしれないけど、 

いじめられた側には強く印象が残ると思います。いじめを見たとき、今一番大切なことは 

何かを考え行動していきたいです。ＳＮＳも写真や動画を簡単に拡散できるし、それを消

すことも難しいから、使い方には気を付けたいです。 (６組) 


